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新入職員紹介〈法人事務局〉
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科学的介護がいよいよスタート！科学的介護ってなに？〈訪問リハビリテーション〉



リハビリテーション課が新しくなります

入 院 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 課 
生活期リハビリテーション課  

新池　友希
青木　大志

今年の１月より入院リハビリテーション課の課長に就任した理学療法士の新池です。

入院リハビリテーション課は、一般病棟と回復期リハビリテーション病棟で構成されていま

す。私は、昨年まで回復期リハビリテーション病棟のリハビリ主任として働いていましたが、

今年度は、一般病棟を含む病院全体を管理していくことになります。リスク管理をした上で

急性期の患者様の早期離床を進め、回復期リハビリテーション病棟では、より実生活を意識

したきめ細かいリハビリテーション(以下リハビリ)を提供していきたいと思っています。

令和３年度は、循環器疾患に対するリスク管理として、リハビリ中に心電図を随時確認出来

る機器（checkme-Pro）を新たに導入しました。また、研修も積極的に開催し、スタッフの知識向上を図り、リスクの

高い患者様に対しても安全にリハビリを提供していきます。医療安全管理に関しましては、昨年の第２５回香川県

理学療法士学会で次世代型見守りシステム（Neos+Cere）導入により、転倒転落発生率が減少したことを報告しま

したが、センサーの感知条件の設定など残存課題の改善に向けて取り組んでまいります。コミュニケーションに

ついては、課題と目標を具体化し、共有することでチームとして機能すること、プレゼンテーション能力の向上に

より「相手に伝えたつもり」ではなく、伝わったことが確認出来るような体制にしていきたいと思っています。

栄養管理については、体組成計のInbody-s10を導入していますが、評価頻度を増やしながら、栄養状態を把握し

た上でリハビリ内容と運動の負荷量を調整していきます。

ICTを活用したデジタル改革の中心としては、Youtubeの公式アカウント「みやけチャンネル」で施設紹介や、講演

会等の配信、体操指導などのコンテンツを公開しています。また、スタッフ向けに業務マニュアルを動

画で作成し、院内研修の様子も動画に残すことでいつでも確認出来る体制を整えています。ぜ

ひチャンネル登録をお願いします。

また、それ以外にも①リハビリに関連する指標を独自にデータベース化したシステムの活用

②リハビリの効果を動画で比較してフィードバックする取り組み③内蔵した６軸センサーで歩

行中の関節の動きを測定し、転倒予防や歩行の安定性向上につなげる靴(ORPHE　TRACK)

の共同開発なども進めています。

組織体制が変わることで私たちスタッフは新しい環境に順応し、質の高いリハビリを継続し

て提供していく必要があります。地域の皆様の健康と安心を支えるために努力していきます

のでよろしくお願いいたします。
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新池　友希

入院から在宅まで患者様・
ご家族様に寄り添います

複数疾患を抱える高齢者が
入院した場合、その人らしい
暮らしの場に帰れるように、
また、退院後、再発・重度化を
予防し、安定的に在宅での生
活を継続するために「入院リ
ハビリテーション課」と「生活
期リハビリテーション課」のお
互いの強みを生かしながら、
連携して支援を行います。

入院から生活期まで
切れ目のないサービスを
提供します。

課長 
課長  



表紙写真
表紙の写真は令和３年度の新入職員です。今年は、理学療法士７名、作業療法士２名、看護師２名、社

会福祉士１名、健診事務１名の計１３名が入職しました。

フレッシュな新人と共に新たな気持ちで、皆様の健康増進や治療に取り組んでまいります。

新入職員紹介令和３年４月入職のスタッフです

よろしくお願いします

作業療法士
細井　悠多

理学療法士
濱岡　佳子

健診事務
中平　有香

作業療法士
田羅間　一海

看護師
岸田　朱里

社会福祉士
川西　菜花

看護師
井下　智

理学療法士
下村　咲葵

理学療法士
富家　好汰朗

理学療法士
大林　真裕子

理学療法士
由佐　陵佑

理学療法士
徳永　賢

理学療法士
橘　良美

青木　大志

令和3年1月より生活期リハビリテーション課の課長に就任した理学療法士の青木です。

当法人に入職し、今年で１４年目となりました。これまで、一般病棟、外来、短時間通所リハビ

リテーションという３部署の主任として、勤務してまいりました。

生活期リハビリテーションとは「在宅・施設を問わず、機能や活動の低下を防ぎ、身体的、精

神的かつ社会的に最も適した生活を獲得するために提供されるリハビリテーション医療サ

ービスの一部である」と定義されます(１９９８年)。

この度、新たに発足した生活期リハビリテーション課は外来、短時間通所リハビリテーショ

ン、訪問リハビリテーションという３つの部署で構成されています。

当法人に入職し、これまで私は主に医療保険でのリハビリテーションに携わってきましたが、医療機関を退院し

た後の生活のイメージやフォロー体制が不十分な面があったと感じています。一般的に退院とは患者様が障害

を持って初めて病院外の環境に接する時期であり、新しい生活を構築していかなければならず、環境の変化が

非常に大きい時期だと思います。

こうした時期を支援するしくみとして生活期リハビリテーションがあるものと私は考えております。

新型コロナウイルスの拡大によりＴＶニュースなどで｢介護保険の区分変更申請件数が全国的に急増｣｢高齢者の

要介護度悪化｣などといった報道を耳にすることが増えました。

令和３年度介護報酬改定では、①感染症や災害への対応力強化②地域包括ケアシステムの推進③自立支援・重

度化防止の取り組みの推進④介護人材の確保・介護現場の革新⑤制度の安定性・持続可能性の確保が5本の柱

として掲げられており、私達リハビリテーション専門職にはこれまで以上に｢自立支援・重度化防止を効果的に行

う為の取り組み｣が求められていると思います。

そこで当法人では医師やリハビリテーション専門職、管理栄養士、歯科衛生士等の多職種が一体となり、総合的

なリハビリテーション・機能訓練、口腔・栄養管理を推進していきます。また、退院・退所後のリハビリテーションの

充実、介護サービスの質向上の為、必要なデータ提出や定期的なリハビリテーション会議を開催していきます。

｢切れ目のないサービス提供｣こそが当法人の強みであり、使命でありますので今年度は今まで以上に体制を

強化し、法人サービスをフル活用しながら差別化の図れるサービス提供を確立させたいと思います。宜しくお願

いいたします。

入職式の様子は
こちらから↓



糖尿病とは…

マスク
着用

来館時
の検温

手洗い 消毒
感染対策実施中

※スタッフもマスク着用・検温・手洗い・消毒等
　感染対策に取り組んでおりますまでお気軽にお電話ください。（要予約）

新規会員募集中！！

毎日の食事には、『糖』が含まれています。『糖』は小腸から吸収され血管の

中に入り、血糖値を上昇させます。血糖値を下げるためには、『糖』を『エ

ネルギー』に変換する『インスリン』の作用が重要です。血糖値が高い状態

が続くと、糖尿病性腎症・網膜症・神経障害、さらに心筋梗塞や脳梗塞など

の合併症を発症するリスクが高まります。

糖尿病の基準値は、①空腹時血糖値　126mg/dl 以上

②食後２時間後　血糖値 200mg/dl 以上

③HbA1c　　　　 6.5% 以上　 　　とされています

糖
尿
病

サラマンダーでは、疾病・目標に

合わせ、各種専門職が力を合わせ

て、それぞれの方にあったプラン

を作成しております。

その一部を紹介します。

お気軽にご相談ください。
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栄動療

プランをたてる専門職

動

栄
＝ 標準体重 × 身体活動量1 日の適正な必要エネルギー量

適正な必要エネルギー量を算出し、カウンセリングをもとに献

立を作成します。糖尿病食は良好な血糖値を保ちながら様々な

合併症を防ぐことを目的としています。

理学療法士によるカラダの評価を行います。動かしにくい所やしびれている所などを

確認し、原因を分析します。

健康診断や体組成測定の結果・理学療法評価に基づき、健康運動指導士と理学療法士

が リスクの範囲内 で効果的な運動メニューを作成し、指導します。

『糖』を使うためには、筋肉を動かす必要があります。

血糖値を下げるために効率よく『糖』を使える筋肉づくりを目指します。

見学・体
験

からでも
OK！！

まずは、普段の食事をノートに書きだしてみましょう。

point 自分の必要エネルギー量を知る事！

同じ痛みでも原因により運動内容が異なってきます。

症状の原因を知ることが合併症のリスク軽減につながります。

point 痛みやしびれなどの原因を知る！

療

療

リスク管理・動ける身体づくり

運動習慣・質の良い筋肉づくり

献立づくり

週に 150 分以上、週 3-5 回で 3 日以上あけないことを目指し、

３ヶ月ごとに効果判定を行い、プログラムを調整していきます。

point 運動習慣を身に付ける事！

ウォーミング
アップ

クールダウントレーニング 有酸素運動11 22 33 44
・ウォーキング

・エアロバイク

・水中歩行 のいずれか

・レッグプレス

・チェストプレス

・ラットプルダウン

・ストレッチ
・エアロバイク

1回
約50分

健康増進施設サラマンダー

サラマンダー
                 をのぞいてみよう！
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安心かつ安全なご利用のために

当法人の車両には、「QRコード」が貼付されております。

読み取ることで当法人のホームページを確認すること

ができます。

当通所では、ご利用者様を安心・安全に送迎できるよう、ドライブレコーダーの

導入や職員の定期研修に加え、ご利用者様向けの講習会も行っています。

当法人の通所リハビリテーション事業の全送迎車両に、昨年６月からドライブレコー

ダーを設置し、車内外の状況を記録できるようになりました。

安全運転のため、速度や運行ルート、わき見、急発進、急減速などが検知・記録され

ます。走行中には「ふらつきが多いようです。ご注意ください」など、音声で知らせ

てくれます。送迎に携わる職員の安全運転に対

する意識の高揚に繋がっています。

記録された映像は、運転教材としても活用して

います。自身の運転や他の職員の運行状況か

ら、改善点や注意箇所を共有することができま

す。

今後も安全・安心の送迎サービスを提供するた

めに、意識・知識・運転技術の向上を図っていき

ます。

送迎中に、ご利用者様が自宅へ到着し停車する前にシートベ

ルトを外そうとすることがあり、その都度ドライバーからお声

掛けさせていただいております。

加えて、昨年末には交通安全講習として「シートベルト着用の

必要性」をテーマに１週間開催しました。その後はお声掛けし

なくても、ご利用者様からすすんでシートベルトを着用してい

ただけるようになりました。

自身の身を守るためのシートベルト着用は運転席、助手席だ

けではなく、後部座席でも義務付けられています。もしも事故

に遭遇した時、命を守るためにシートベルト着用はとても大切

なことです。

これからも職員一同安全運転に努めて参りますのでご協力を

宜しくお願い致します。

みやけ

＆

ドライブ
レコーダー
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＆

交通安全
講習

通所だより
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一般財団法人三宅医学研究所
○三宅リハビリテーション病院
○セントラルパーククリニック
○健康増進施設サラマンダー
○ケアプランセンターみやけ
○訪問看護ステーションみやけ
○Ｍ Ｍ Ｉ パ ー キ ン グ

高松市天神前5-5

facebook
home page https://www.miyake.or.jp

Miyake Medical Institute Group

facebook facebook
病院 セントラル てふてふ

令和３年４月より、厚生労働省は「科学的介護情報システム（Long-term 

care Information system For Evidence：以下ＬＩＦＥ）」の運用を開始しました。

これは介護分野において、科学的根拠に基づいたサービスを提供し、

自立支援・重度化防止に役立つ質の高いサービス提供を推進するため

のシステムです。通所リハビリや訪問リハビリで行っているサービス内

容をＬＩＦＥに提供することで、全国から集められた膨大なデータを元に

客観的かつ科学的な視点で分析されたフィードバックを受けることが

できます。当法人でもこのシステムに参入し、活用することで、利用者

様へより良いサービスを提供できると期待しています。

フィードバックの内容は、利用者様の年齢や性別といった基本的な情

報から、身体的能力や日常生活動作、日々の生活状況、栄養状態、心身

の状況など、様々なデータを複合的に分析し、現在の問題点や推奨さ

れる解決方法などが全国平均と比較して提示されます。

これにより、利用者様に対してもリハビリの効果や解決すべき課題を

わかりやすく可視化できると同時に、サービスを提供する私たちもデー

タを活用することで、現在、提供しているサービスを客観的に見直し、

より質の高いリハビリテーションを提供できるよう活用していきます。

科学的介護がいよいよスタート！
科学的介護ってなに？

科学的介護によって
自立支援・重度化防止を図る

三宅リハビリテーション病院
生活期リハビリテーション課
訪問リハビリテーション

令和３年３月より訪問リハビリテーショ

ンの一員となりました、岡内純子と申

します。

ご利用者様が住み慣れた地域やご

自宅で、いつまでも元気に生活でき

るよう、理学療法士として身体機能

の維持改善に努めてまいります。どう

ぞ、よろしくお願いいたします。

【問合せ先】
三宅リハビリテーション病院
訪問リハビリテーション
ＴＥＬ：０８７-８３１-２１０１


